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平成 29年 第 4回大河原町教育委員会定例会会議録 

１ 招集日時  平成 29年 4月 21日（金） 午後 2時 

 

２ 招集場所  大河原町役場 議員執務室 

 

３ 出席委員  舟山幸枝委員、丹羽宜博委員、古山陽子委員、齋一志教育長 

 

４ 説明のため出席した者 

   教育総務課長 尾形 彰、学校教育専門監 池田 尚人 

 

５ 開  会  午後 2時   

 

６ 平成 29年第 3回教育委員会定例会会議録の承認について  

   舟山委員 （委員全員に諮って）承認する。  

古山委員、齋教育長 署名。 

 

７ 平成 29年第 4回教育委員会定例会会議録署名の委員指名について 

   舟山委員    一盃森委員、舟山委員を指名する。 

 

８ 教育長報告 

（１） 一般事務報告 

報告第４号 平成 29年度町立小中学校児童生徒数及び施設状況について 

（教育総務課長説明） 

 平成 29年度町立小中学校児童生徒数及び施設状況についてご説明申し上げる。 

 資料は 1ページから 2ページである。（詳細は資料参照） 

 

舟山委員 （委員全員に諮って）承認する。 

 

報告第 5号 平成 29年度要保護及び準要保護児童生徒の認定について 

（教育総務課長説明） 

 平成 29年度要保護及び準要保護児童生徒の認定についてご説明申し上げる。 

 資料は 3ページから 4ページである。（詳細は資料参照） 

 

（質 疑） 

舟山委員    地域間で就学援助率（要保護及び準要保護認定児童生徒数/児童生徒数）の差が

あるようだが。 
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教育総務課長  公営住宅の多い地域は就学援助率が高い傾向にあり、生活保護受給率の低い地

域は、就学援助率も低い傾向になっている。「経済的な理由により就学が困難な状

況にある児童生徒の保護者の為の就学援助制度」の趣旨に沿った状況である。ただ

し地域の特性から未申請者が多いのかどうかは見えてこない。 

丹羽委員    申請受付等について聞かせてほしい。 

教育総務課長  学校や教育委員会でも随時申請受付や相談受付を行っている。また今年度より、

入学時だけでなく、全学年の PTA 総会時期に制度案内通知を配布し保護者に対し

広く周知を行っている。 

教育長     申請段階で家庭的に非常に困難な状況があり、なかなか保護者が申請する手続

きが進まず、スクールソーシャルワーカーの方が間に入ってようやく申請手続き

を進めたケースもある。 

教育総務課長  収入基準を生活保護基準の 1.2 倍まで対象としているが、生活保護基準に満た

ない方もある。 

一盃森委員   保護者も含めてケアが必要な家庭も多い。 

教育長     制度案内と、申請手続き方法についての周知徹底を図っていきたい。 

 

舟山委員 （委員全員に諮って）承認する。 

 

９ 議案 

  議案第 11号 大河原町文化財保護委員の委嘱について 

（教育総務課長説明） 

 大河原町文化財保護委員の委嘱について、欠席の生涯学習課長に代わりご説明申し上げる。 

 資料は 5ページである。（詳細は資料参照） 

  前委員長が継続を辞退したことから、まずは 5人中４人を委嘱する。 

 

舟山委員 （委員全員に諮って）承認する。 

 

  議案第 12号 大河原町スポーツ推進委員の委嘱について 

（教育総務課長説明） 

 大河原町文化財保護委員の委嘱について、欠席の生涯学習課長に代わりご説明申し上げる。 

 資料は 6ページである。（詳細は資料参照） 

 

舟山委員 （委員全員に諮って）承認する。 

  

１０ その他 

（１） 教育長報告 

（説明者：齋教育長） 

資料は別紙資料（校長会資料）である。 
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Ⅰ平成 29年度 大河原町の教育課題 

 ＜学校教育＞ 

１ 学力向上 

 １ 年 2回の標準学力テストの有効活用 検証改善 学級教科の課題明確化 

 ２ データベースの有効活用 効果があった活用例を研究会等で紹介できないか 

 ３ 小学校 宮城県№１から、国語プラス算数も秋田を超えよう 

 ４ 中学校 26年度から 3年連続右肩上がり 向上の循環へ  

２ 子どもの心のケアハウス 

   学校とのスムースな連携 

 困ったことは抱え込まず助けを求める 

 土曜学習会の活用呼びかけを 

３ 暗唱読本の活用   

   暗唱活動の推進 音読・暗唱は脳を活性化させ活力を生む 知的財産の蓄積    

４ 攻撃は最大の防御なり 

  「不登校を減らす」のではない。 魅力ある学級をどう作るのかである。 

  励まし、賞賛、感謝の言葉  健全な体に健全な精神が宿る 

５ 防災・安全教育の充実  

いじめ・不登校も担当。「地域連携」担当。 

６ 「体力向上」の充実  大河原南小学校を参考に 

７ 「国際理解教育」の充実  大河原南小学校中心に  

   小学校英語の教科化に備えて 

８ 学校ホームページの充実  

９ 給食センター建設 

10 給食アレルギー対策万全に 

11 ゲーム・携帯・スマホのよりよい使い方 家庭の協力不可欠 

12 「教員免許状」「運転免許証」の有効期限確認 

13 備えあれば憂いなし いじめ「重大事態」に備える  

＜社会教育＞ 

 １ 地域総合型スポーツクラブの設置 

 ２ クロスカントリー大会の実施 

 ３ 中央公民館 リニューアルへ始動開始 

 ４ 町民学園事業 「歩いて健康システム」へ移行 

 ５ 「絵本と学びの部屋」10月設置に向けて 

 ６ 社会教育推進大会・協働教育研修会 9月 30日開催予定  

  Ⅱ学校経営に期待する 

１ 人事は 4月から 

２ 教頭、主幹教諭、教務主任、研究主任、学年主任、事務職員等を学校の中核とし、 

 校長のよき理解者とする 
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３ 不易と流行を使い分ける 

４ 校長会で「学校便り」交換 

Ⅲ 管内教育長会議から（校長会議資料参照） 

  １ 宮城県教育基本方針（略） 

  ２ 人事異動後の情報把握 

  ３ 教職員の事故防止 

  ４ 校長の教職員に対する指導と勤務状況の把握 

  ５ 指導主事学校訪問 大河原小学校 11月 7日自主公開研究会 

  ６ その他 

（１） 学力・学習状況調査 

（２） 平成 29年度校長、教頭候補者選考 

（３） 教育事務所長等の学校訪問 

Ⅳ 事故防止 

  １ 職員の事故防止 

  ２ 児童・生徒の事故防止  

  ３ 危機管理 

Ⅴ その他 

  １ 職員の家庭生活を大切に 家庭の支えがあってこその教員生活 意識して感謝の言葉を 

    ノー残業デー＝家庭の日 

    大河原小学校 「教員手帳作成」 愛する家族等の写真を入れて 

  ２ 法令順守 スクール・コンプライアンス 

  ３ 登校支援ネットワーク事業 不登校傾向児童生徒も対象に 

 

（質 疑）    

舟山委員  指導主事訪問が、半日に変更となったのは、指導主事人数が足りないからか。 

教育長     そういった話も聞くが、大河原教育事務所において指導主事の人数は変わらない

ようである。 

舟山委員    指導は非常に大事だと思うが。 

教育長     まったくその通りだと思う。仙台市はすでに指導主事訪問が半日で、現場では指導

案が書けない先生もいるとのこと。  

舟山委員    大小の教員手帳はとても素晴らしいと思う。 

教育長     大小が、弘済会の研究論文に応募し優秀賞となり、その懸賞金で教職員手帳を作成

した。家族等の写真だけでなく、思いやりの言葉も載せられるというのがとても良

い。 

舟山委員    暴力団の顧問弁護士の話を聞いた。どうして暴力団の弁護をするのかという質問

に、「暴力団に入る人たちは、愛情を受けず育った人達である。そのことを知った時

から、暴力団の人から目を離せなくなってしまった。愛情を受けた人は暴力団に入る

ことはできない。」愛情を受けた人は、という言葉が印象的だった。 
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丹羽委員    環境はとても大事ですね。宗教観を感じなくなってきている現代ではあるが、身近

に神棚や神社仏閣があり、生活の一部に溶け込んでいる。畏敬の念を抱く環境も大事

である。それから先生たちが子供たちに触れ合う時間がもっと取れると良い。 

       教育長     文科省は休めと言いながら、先生の仕事がたくさんありすぎる。 

       丹羽委員    日本の教員は一番忙しいと聞く。外国では部活などはないそうですね。分業が進

んでいると。 

       舟山委員    その代り、日本では教員に対する尊敬の念がアメリカなどに比べてとても高い。

アメリカでは、先生の給料も低く、立ち位置も低く見られている。 

       一盃森委員   視察で分業が進んでいる国を見てきたが、給料がとても安いと聞く。 

       教育長     田中角栄総理の時代に、教育が大事だと教員の給料を裁判官の水準まで上げると

給与改定を次々と実施し、教員の質の向上に努められた。 

       一盃森委員   午前中学校訪問をさせていただいたが、各学校の校長先生が町の方針をしっかり

とらえて、自分の学校での今年度の目標を具体的に掲げており、とても素晴らしいと

感服した。 

               いじめ問題についてであるが、大河原小学校丸山校長が「友達それぞれ違うんだ

よ」ということを意識させて生活させるというアプローチ、とても大事だと思う。そ

ういう事と合わせた取組がいじめ問題を考える時に非常に大事である。 

               それから読書活動について、図書贈呈ボランティアをしているときに「本は心の

栄養です」という話をしているが、先日ある校長先生が「心の栄養と頭の栄養でもあ

ります」とおっしゃった。実にそのとおりだと感じた一言である。 

       丹羽委員    他人は自分と違うとは思っているが、人間は自分を基準として考えてしまうもの

である。大人でも難しい。どうやって他人と心を寄り添わせるかが大事なんだろうと

思う。 

 

（２）各課長報告   

（説明者：教育総務課長） 

５月の行事予定を説明申し上げる。別紙資料である。 

   

１１ 次回教育委員会の開催日程について 

舟山委員   次回の定例会は、平成 29年 5月 26日（金）午後 3時から開会する。 

        

１２ 閉会宣言  午後 3時 35分     

 

平成 29年 5月 26日 

      署名委員 

 

      署名委員 


